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？
経
営
組
織
.に
ら
.い
て
は
#
来
多
：く
の
論
繁
種
々
な
夺
角
度
か
；ら
と
り
上
げ
た
^
こ
み
.で
あ
り
、
:-
現
実
の
経
営
間
題
£
対
し
て
も
寄
4
す 

'
へ
る
.：と
こ
ろ
*か
：あ
？
た
と
：思
：う
の
で
.あ
る
*か
、経
営
学
に
お
い
て
こ
れ
を
.理
論
的
私
体
系
化
す
る
努
力
.は
未
だ
十
分
に
.な
'さ
れ
，て
•い
な
.い
よ
う
に
思
う
0 

.
私
は
拙
著
•

「

経
営
経
済
学
総
論
'

j

に
お
い
て
経
常
組
織
論
.の
傾
開
を
嘗
て
^.
じ
て
、
.そ
の
一
般
的
傾
向
を
指
摘
し
た
。
最
近
わ
が
国
に
、
メ
ー
ョ
ー
、
 

レ
，ス
リ
ス
パ
ー
力
ー
、
ブ
ラ
ゥ
シ
、
バ
.;
チー

ド
、
サ
ィ
^-
ン
ズ
等
め
所
論
が
|3
-介
せ
ー
ら
れ
、
ム
そ

.の
社
会
学
的
見
解
.が
.経
営
学
ケ
研
究
に
対
し
て
も 

可
.成
り
.の
影

響

を

与

ぇ

.、

<;

£
と

.に

、

J
J
I
a
n
w
Q
^

tf
.
o
nfc
フ
い
て
め
研
究
が
深
め
ら
れ
た
こ
ど
に
よ
り
、

-.
-

^
ま
の
経
営
組
織
論
は
根
本
的
に
批 

，判
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
.思
う
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
組
織
論
は
一
般
：に
私
が
本
論
文
に
指
摘 

仕
事
；(

職
務
：

)

の
経
済
合
理
的 

結
合
或
い
は
統
合
を
中
心
と
し
た
合
理
化
的
思
考
に
立
脚
し
て
い
た
が
、
こ
.れ
等
の
条
件
と
と
も
に
、
前
記
、の
研
究
に
よ
り
本
論
の
第
.ー
.条

件

即

ち 

.職
能
自
体
成
.立
の
条
件
に
対
す
る
認
識
が
同
様
に
'重
要
な
る
意
味
を
有
す
る
に
.至
っ
た
こ
と
女
看
過
し
得
な
い
も
の
と
な
>
、た
。
蓋
し
、
職
能
設
定
. 

の

あ

ら

ゆ

る

，
条

件

の

：
中
に

：
.こ
そ
人
間
関
係
を
合
理
的
な
ら
し
め
る
基
盤
が
あ
る
か
ら
で
：あ
る
.。
.経
営
学
の
.観
点
よ
り
す
れ
ば
経
営
に
お
：け
る
每
人
が 

G
roup-Indivisual

と
し
て
必
理
的
矛
盾
の
；な
.い
行
動
を
な
し
得
る
に
.は
組
織
条
件
は
- 1

'
か
に
あ
る
べ
き
か
を
体
系
的
に
考
察
し
な
く
て
は
な
ら 

な
い
で
.あ
ろ
う
0
.こ
れ
を
基
盤
と
す
：る
協
力
意
識
あ
る
行
動
こ
そ
経
営
利
益
の
根
源
と
な
る
%
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、「

人
間
関
係
管 

理J

は
労
務
管
理
の
一
侧
面
乃
至
'ー
形
態
の
±.
う
に
#.
ぇ
：
ら

れ

、
‘こ
れ
が
、
未
だ
経
営
組
織
論
の
中
に
十
分
に
摂
取
さ
れ
で
い
な
.い
よ
う
に
思
う
。

こ
：こ
に
経
営
の
新
し
い
統
合
上
.の
課
題
が
：あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機
全
ビ
ー
.層
詳
し
：
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論
じ
た
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思
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義
制
度
の
欠
陥
に
伴
う
問
題
に
対
処
す
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策
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1

つ
^
あ
る
と
卜
う
性
格
に
ク
へ
社
会
事
業
の
本
質
を
麗
め
飞
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本
主
義
社
会
の
本
質
的
問
題
で
あ
夺
労
働
眷
間
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対
磁
す
る
も
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ー
は
社
衾
政
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で
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的
問
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と
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会
政
策
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会
事
業
で
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と
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あ
る
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の
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る

だ
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で

な

べ

で

 

っ
：て
い
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'
:ょ
う
に
.見

ぇ

る
.-
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孝
橋
氏
：な
ど
め
見
解
で
は
汶
業
生
義
遷
办
欠
陥
と
：密
接
：に
関
係
す
る
讅
現

.象
、
例
え 

:.
気
{
,寶
困
家
磨
.の
：醫

.'
:
'
.

» :
© '

者
の
：
犯

罪

な

ど

に

、
必
然
的
に
*
会
事
業
実
麟
の
.重
点
が
.置
か
れ
る
>■ 

°
事
*
;
ゲ

!

ス
.ヮ1

ク
な
ど 

：

の
社
奈
事
篆
技
術
が■

^ :
る
以
前
->
殊
ヒ
慈
善
事
業
•
博

愛

事

業

允

ど

：の
：

■名
称
.が
-
般
ル
用
¥
ら
：れ
た
時
代
に.
は
;;
"

ま

さ

に

そ

め 

通
り
で
あ
.づ
：た
々
然
-1
.乍
ら
規
在
で
..は
'
:社
会
事
業
実
践
の
重
啟
梂
、ソ
わ
が
国
は
と:%
'
角

と

^

て
少
な

 

力
で

は

、

そ
 

:れ

ら
.の
装
面
；に
限
ら
れ

.て(

い
る
ゼ
か
言
克
な
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°
貧
困
^
斷

係

が

あ

る

な

：し

^'
拥
.わ
ザ
、
：個
人
の
^
会
的
汗
適
応
に
伴
う
困
難
の
解 

決
S

I

、
社
会
事
業
技
術f

っ
て
個
I

狻
助
I

後
わ
が
国
で
も
発
達
し
つ
つ
あ
る
齒
療
社
会
事
業
は
、
ま
さ
.し
く
こ
の
考
え
方
に
基
く
も
の
ヤ
あ
っ
て

(

中
尾
仁
一
著
、
医
療
社
会
事 

業
、
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ジ
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ブ
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、
わ
が
：国
：の
社
会
事
業
で
は
、

：

ア
メ
リ
方
に
比
し
て
貧
困
の
問
題
が
遙
_か
に
重
要
な 

:

地
位
I

め
！

と

は

奮

で¥

て
も
ノ
社
会
事
業
の
本
領
が
あ
？

^
^
^

.

社
会
事
業
の
発
逄
に
見
ら
れ
る
如
く
:'

わ
が
国
.

に
も
貧
困
対
策
以
，外
の.領
域
に
"

手
を
の
ば
す
能
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
は
、 

吾
々
^
社
会
事
業
技
術
：を'#
方
面
に
活
用
す'
る
努
力
を
私
う
べ
き
で
あ.り
、
社
会
事
業
の
大
き
な
可
能
性
に
対
し
て
瞧
を
開
く
べ
き

.だ

.ど
思
う
:0
:

:

' 

-

こ
こ
に
ァ'
,メ
リ
：ヵ
の
学
双
社
会
事
業
の
«

観
を
«

う
：の
：は
、
そ
れ
が
右
の
意
味
で
の
，社
会
事
業
の
社
会
福
祉
べ
の
貢
献
の
可
能
性
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ゾ
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を
、
最
も
ょ
く
沄
す
：も
の.ど
：考
ん
ち
れ
る
が
ら
セ
：潞
る
。
，

M

社
会
事
業
：に
し
て
も
、
昔
な
が
ら
の
：貧
困
者
に
対
す
る
医
療
事
業
と
は 

ち
が
う
の
で
は
あ
る
が
、
と
に
角
病
気
の
：問
題
は

.

昔
か
ら
貧
困
と"
列
ん
で
ま
た
貧
困
と
雜
連
し.て
社
会
事
業
の
問
題
で
あ
っ
た
。
し

か
る
に
教
育
の
問
題
は
そ
れ
程
社
会
事
業
の
問
題
で
な
か
っ
た

.。:'
こ
の
.理
由
.で
、'
•医
療
社
会
事
業
ょ
り.も
一
層
明
瞭
に
、
.社
会
事
業 

の
可
能
性
を
示
ず
：も
の
と
者
え
ら
れ
る
。
し
加
も
わ
が
囯
で
は
ゝ
そ
れ
に
つ
い
て
の
紹
介
が
余
ヵ
だ
い
ノ
僅
が
に
竹
内
愛
ー
一
著
、
科 

学
的
I

事
業
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門
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黎
明
書
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|
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被
他
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日
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大
学
編
、
：社
会
福
祉
辞
典
、
福
祉
春
秋
社
、

一
九
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刊
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記
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ど
^
標
準
的
な
概
論
書
が
％

れ%-
’か
な
り
0
頁
数
.を
割
き
、social 

w
o
r
k
,

•'•
Y
e
a
r
b
o
o
k

に
も
相
当
委
し
い
記
述
が.あ

る

の

に

、
：
わ
，
が

_
の
研
究
家
'
実
際
家
に
ょ
っ.て
.軽
視
さ
れ
て
い
.る
ょ
ぅ
で
あ 

.る

.0
そ
の
理
曲
の
一1

つ
は
社
会
事
業
に
对
す
る
前
述
の
ょ
ぅ
が
考
克
方
に
あ
る
办
で
は
な
>̂
'
か
と
思
ぅ
。
：斯
く
し
て
、
本
稿
は
学
校 

社
会
事
業
の
絍
介
そ§
も
の
ょ
り
も
、：..そ
れ
を
通
じ
て
.社
会
事
乘
が
い
加̂

>
0可
能
性
を
持
づ
か
を.明
ら
か
.
.に
す
る
こ
.と
、
従
っ
て

ま
た
社
会
事
業
の
正
し
い
狐
盒
を
明
ら
か
に
す
，

.る

.こ
と
；£
貝
献
し
よ
.ぅ
と
ず
る
も
の
で
あ
る。
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児

童

の

学

校

と

接
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保

づ

必

要

を

感

じ

今

そ

の

接

触

贮

ょ

ャ

て

児

童

の

必

要

ど

す

る

も

め
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層

十

分
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充

す
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レ 

グ
リ
エ
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3
ン
活
動
を
行
い
，得
左̂
信
じ
だ
扣
ら
で
む
お
っ
だ
が
、ー
ぺ
同
時
ぬ
^
だ
、:-
.児
童
が
ぢ
学
校
に
関
し
て
»
々
不
満
を
訴
え 

ら
.れ
る
こ
と
が
あ
り' 
学
校
側
の
気
付
が-

な
ぃ

E

で
児
童
が
积
適
応
め
問
題
を
持>
て
い
が
場
合
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る0
更
に 

免

た

、
，
セ

ド

ル
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ト
ハ
ヴ
：ス
ど
学
校
ど
家
庭
と
办
間
办
密
接
か
_
係
に
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'
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«
仗
い
：で
1>
'
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、.こ
'れ
ら
三
者
の.間
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
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一一

1

者
の
す
べ
て
に
と
？
て
有
利
で
あ
る
と
考
え
た
の 

で
あ
っ
た
”

舨
方
学
校
侧
で
は
ぺ
義
務
教
育
制
度
の
実
施
の
結
果
と
乜
て
、

.：問
題
の
生
徒
を
簡
単
に#

校
：か
ら
龙
逐
す
る
こ
と
が
で.

き
な
く
な
り
、
：
且
つ
ま
た
そ
の.頃
に
.心
理
学
の
発
違
に
影
響
さ.れ
で
生
徒
の
.知
能
的
及
び
情
緒
的
個
人
差
^

応
じ
た
教
育
方
針
が
と
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に
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ぐ
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達
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っ
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益
に
活
動
し
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る
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態
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ぜ
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て
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斯
く
し
て
：
一
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ュ
1

ョ
ー
ク
.
市
で
は
、：
こ
の
一
一
セ
ト
ル
メ
ン
ト
：

ハ
：.

ゥ
ス
.
が
そ
れ
ぞ
れ
一
'

 

名
ず
，つ
の
係
員
を
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め
て
、
.学
校
及
び
家
庭
を
訪
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さ
せ
^

こ

と

を

始

め

た
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■

•
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九
〇
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育
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0 1

伟
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&

^
2

2

&
§
^

目
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e
w
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r
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i
s
i
t
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を
置
い
て
研
究
を
始
め
フ
同
年
と
の
德
会
が
訪
問
教
員
さ
故
ユ
起

^
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名
の
ソ
ー
シ
ァ
ル
ヮ 

1
力
.
丨
を
専
住
す
る
に
至.
っ̂

T

こ
の
数
は
徐
弋
に
増
加
さ
れ
た
が
、

一
九-

「

.
?

に
な
.
マ
て
も
七
名
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ 

.

.の
間
同
繁
は
.こ
0
.制
度
、の
普
及
に
努
カ
し
た
結
果
，

1

九T

三
.年
.に
は
市
教
育
当
局
にn

 

'
T
e
a
c
h
e
r
:

 

'が
設
け
ら
れ
る 

こ
と
と
な
.っ
た
0
即
ち
こ
の
一
九
一
，
三
.年

を

も
.

っ.：て
、
公
的
な
教
育
組
織
の

r

部
と
.し
て
学
校
社
会
事
業
が
始
ま
っ
た
年
と
す
る
こ 

と
が
で
ぎ
る
。」 

,
 

.

:■
;

ボ
ス
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ン
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ト
フ
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1
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で
も
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'
二 .

ュ
ー
ョ
：丨
ク
市
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ぼ
.
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じ
.頃
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同
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な
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っ
た
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ボ
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A
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あ
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o
m
e
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w
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§
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庭
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連
絡
を
密
に
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教
育
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効
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的
か
ら
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.一
九
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六
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し
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一
，
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ヮ
ー
ヵ
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し
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績
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®
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一
九
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ゃ
ィ
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1
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r
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取
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ボ
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、
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九
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ア
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九
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九
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さ
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.
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し
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し
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取
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双
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、
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児
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普
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:
精
神
一
医
学
的
ソ
ー
シ

7
ル
ヮ
.丨
.力 

丨
養
成
の
促
進
な
ど
をft
っ
te
。
:
の̂
.ぅ
ち
^
問
教
鼻
普
及
'運
«)
'
は
次
'0
ょ
ぅ
に
し
.て
行
わ
れ
た
。
即
：ち
派
遣
を
申
請
し
た
ニ
七
〇 

の
：市
盯
村
の
5,
ち
か
ら
、
ヮ.丨
ヵ
ー
の
給
存
の
'*
1、
部

：鐘
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分
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地
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1
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潼.々
：い
ち
じ
る
':
1>
い
性
格
の
相 

違
を
特
つ
1
1
0の
市
町
村
が
選
ば
れ
、';
.
:そ
れ

ぞ

：れ.に〕

：
名
ず
：
つ
：の
ヴ
ー
ヵ

1
が
派 

九
一1r

年
に
始
ま
る
最
初
の
.五
年 

.間
は
こ
の
デ
モ
ン
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ィ
に̂
あ
と
三
年
間
は
学
梭
教
良̂

.

 

- 

メ
.：. 

.
.
.
.
.

 

.

.

. 

.

.

. 

•

 

• 

• 

• 

•

 

• 

• 

.

 

、
 

•

 

.

.

.

.

,

一.
.九
三o:

年
六
月
に
猶
了
し
食
時
は
、：
.
.一一一0
市
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ぢ
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と
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々
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梁
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1
九
四
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大
化
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锡
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六
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五
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九
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〇
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：
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w
e

s
t

s

 

,

は
 ̂

r

学

校

.社

会

事

業

は

、
.
学

校

を

舞

台

と

す

る

ソ

ー

シ

T

.ル

ヶ
I

ス

ゥ

ー

ク

で

あ

っ

て

、そ

'
の

特

殊

な

熟

練

に

.

よ
.り

、
児

童

が

学

校

を

L

り

よ

く

利

用

b

て

そ

の

社

会

的

;

亥

び

情

顧

的

成

長

を

と

げ

る

：ご

と

を

促

進

し

よ

5

と

す

る

も

の

で

あ

る
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(
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2

a

と
言

.っ

.て
い
る
。
こ

，れ
，は

--
-：:
応
簡
明
的
確
な
.定

義

だ

と

思

免

：
若
干
説
明
及

■
え
る
な
ら
ば

、*

ク

で
あ
り
、.

ヶ
：リ
ス
ヮ
ー
ー
ヵ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。
：
第
コ
ー
に
枕
学
校
，に
；お
け
る
児
童

^

問
題
を.

取
り

'

扱

ぅ
-°
^

.
 

* 

: 

.. 

.
-

•

学

校

社

会

事

業

につ
い
て
：：
'4

..

:

.

.

:
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,
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; 
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九

七
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九
六
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■ 

•

る
児
童
‘

'
攻
擊
的
で
あ
り
反
社
会
的
行
為
を
な
，す
形
跡
を
示
す
児
童

.'
'

正
常
.な
社
会
的
接
触
を
避
け
る
児
童
，，
異
常
な
行
動
を
示
す 

I

殊
に
I

的
I

化
的
と
I

s

行
I

不

す

児

童

者
i

任
さ

**

た
め
'
,に
特
別
.の
^

要
を
持
つ
児
童
、
予
報
な
し
.
.に
学
校
を
.止
.
め
る
児
童
な
.
'と
.が
、

.
.
.
S
t
r
o
u
p

 

'
.に
よ
.
.づ
.■て
.ヶ
I
.
.ス
..ヮ
パ■丨
，.力
' 

I

の
.取
り
极 

.ぅ
児
童
の
.
.主
な
タ
ィ
プ
と
し
ー
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る(

s
t
r
l
r

 o
p
.

 

c

i

r

p
.

 

2
2
9
)
0

こ
れ
ら
.の
ヶ
1

X

は
、
：.場
合
に
よ
っ
て
学
校
で
. 

の
友
達
或
い
は
教
員
な
ど
と
の
関
係
.に
つ
い
て
.
の
問
題
.で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。:

ま
た
家
庭
に
お
い
て
.め
情
緒
的
.な
問
題
の
結
果
で 

あ
る
場
合
も
あ
り
得
る
。
従
.
っ
て
ヶ
ー
ス
■
ヮ
ー
力
.
丨
は
、
.学
校
で
：児
童
に
面
接
し
、
.
教
員
そ
.
め
他
関
係
考
か
ら
情
報
を
集
め
る
と
同
- 

時
に
、
.
必
要
に
応
じ
て
家
庭
を
訪
問
し
、
或
い
は
更
に
他
の
場
所
例
え
ば
関
係
あ
.る
社
会
事
業
施
設
な
ど
も
訪
問
ず
る
。

.そ
の
結
果 

と
し
て
ヶ
ー
ス
を
正
確
に
分
析
し
他
遇
方
法
を
考
え
る
。
従
っ
.
て
そ
の
.
処
遇
は
児
童
と
の
面
接
だ
け
で
済
む
場
合
も
あ
る
し
、
担
含 

教
員
七
の
面
接
或
い
：は

親

と

の

面

接

だ

け

で

済

む

場

合

も

あ

ろ

.

.ま
た
酸
係
あ
る
准
会
事
業
施
設
.に
児
童
ま
；た
は
家
庭
の
処
遇
を 

依
頼
す
る
墙
合
％
.あ
り
#;
.る
.。;:
:

と
に
角
い
ず
れ
办
場
合
に
し
て
も
、7

ヮ
ー
力
-
1

の
知
識
之
熟
練
と
：を
浒
か
.し
て
、
児
童
の
持
つ
不
適 

応
の
問
題
解
決
を
援
助
す
る
と
こ
.ろ
に
.、，
ヶ
ー
ス
.
ヮ
ー
ヵ
ー
で
な
け
.本
ば
：で
き
な
.い
仕
事
が
あ
る
0 

第

1

ニ
に
学
校
社
会
事
業
は
、'
児
童
を
し
'
て
学
校
b

よ
り
十
分
に
利
用
さ
せ
る
こ
ど
.を
.そ
の
目
的
と
す
る
も
.
の
で
あ
る
。

現
代
.の
学 

梭
は
単
に
知
識
ト
与
え
る
た
め
の
制
度
で
.
な
く
、
：'児
童
の
.社
会
的
及
び
情
緒
的
な
発
達
を
窗
そ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
も
し
児 

童
が
家
庭
に
或
い
は
艾
達
ま
た
呔
教
員
と
.
の
関
係
.に
、''
或
い
は
.攸
の
な
ん
ら
：が
の
関
係
に
間
題
を
持
ち
、
：そ
の
だ
め」

に
：学
校
を
.利
用 

す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
る
な
ら
ば
、.
.教
育
の
効
果
が
挙
が
-̂

な
い
こ
と
'
に
な
る
。
学
校
社
会
事
業
0

目
的
は
、；
斯
か
る
障
害
を
除
く 

こ
と
に
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
教
育
の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
.
に

社

会

事

業

技

術

を
.%

っ
て
賢
献
す
石
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
幼
ま
園 

で
給
ど
全
く
ロ
を
.き
か
ず
、：

ク
ラ
ス
の
活
動
に
全
べ
_

し
尨
认
子
が
ぃ
る
。ハ
知
能
テ
方
ト
で
ば
普
通
の
'子
で
あ
る
。
：
訪
僩
教
員
は

.
家
庭
を
訪
問
し
：て
、
.
.で
の
‘無

，
ロ

な

子

：
に

.陽
気
众
あ
い
そ
の
よ
い
弟
が
あ
っ
て
、
.'
.
そ
の
弟
だ
：け
：が
愛
さ
れ
褒
^
ら
れ
兄
は
非
難
さ
れ
る 

.の
‘
で
、
：
ま
す
ま
す
頑
な
に
な
り
引
迖
思
案
に
な
ひ
、
"

つ
卜
に
は
何
；
 

一■:

つ
新
し
い
こ
と
に
宇
を
出
さ
ぬ
よ

ぅ

に

.

な

っ
て
•い
る

こ
.と
を
発

. 

. 

--
. 

■ ' 

• 

‘

.

て

.

.

.

.
 

.

見
す
る
。'
訪
問
教
員
の
説
明
に
よ'
っ
：
て

家

庭

：で

.

も
学
校
で
も
そ
の
子
に
対
す
：る
理
解
が
生
じ
、
，

.

：そ
、の.
子
.
.は
明
か
る
い.
子
化
な
.

っ
て
、 

学
校
で
も
家
庭.
で
.

も
積
極
的
に
活
動
す
名
よ5

に
な
る
。
例
え.
ば
史
だ
ぼ
教
貢.
め
言
を
を
か
ず
勉
強
も
ぜ
ず
友
達
：と
喧
嘩
ば
が
り
す

- 

- 

■ 

, 

:
 

- 

f 

r
:
-
.

f

/

i

. 

.

.

.

る 

一
ニ
歳
の
子
が
い
る
。

：

訪
問
教
員
：は
そ
の
子
の
曾
つ
て
の
先
生
達

.

の
話
を
き
き
、
へ

.

姐

母̂

1:...ー

人
暮
し
の
案
庭
を
訪
問
す
る
0
祖
母 

.は
こ
の
孫
に
き
び
し

い

。
訪
問
教
員
は
心
理
学
者
に
テ
ス
、ト
を
依
賴
：し
、
；
精
神
医
学
者
に
診
断
を

.

求
め
：る
。
結
局
こ
：の
子
は
祖
母
か 

ら
. %

教
員
か
ら
も
友
人
が
ら
も

.

愛
さ
れ.

て
な
い
とi t

じ
て
：お
り
、
：
そ
の
寂
じ
さ
を
隠
す
た
め
に
友
達
と
争
.い
先
生
に
反
抗
し
て
い
た 

こ
と
が
明
ら
か
：に
な
る

'.
0

教

員

や

心

理

学

者
.

精

神

医

学

者•

訪
問
教
員
な
ど
の
会
議
：の
結
果
、

.

.

こ
.

の
子
を
上
級
へ
進
級
さ
せ

'
.
' 

先

生
か
ら
激
励
し
、
祖
母
は
態
度
を
改
め
.、
こ
の
子
の
社
会
活
動
の
計
画
は
ボ
ー

ィ

ス
ヵ
ゥ
ネ
，
ビ
：
.

ッ
ダ
ブ
ラ
ザ1

:

ス

，'Y.
M

'C
A

に

. 

<
- 

- 

■

■

.. 

. 

-

よ
っ
て
.

立
て
ら
れ
る
と
と
に
な
る
。
例
£

ば
ま
た
.

1

〇
歳
に
な
り
な
が
ら
い
つ
ま
で
も
幼
児^;
よ
ぅ
で
真
面
目
に
勉
強
を
し
な
い
子

が
.あ
る
。
両
親
が
離
婚
し
子
供
は
：母
方
の
祖
母
と
暫
く
暮
し
た
後
に
、
母
の
再
婚
，に
よ
：づ
て
新
し
：い
父
と
三
人
で
住
む

u

と
に
な

. 

* 

.. 

. 

.. 

• 

• 

.

.

.
 

*

る
。.

再

び

親

と

難

れ

る

，恐

怖

.か

ら

両

親

に

愛

.$
れ
る

.

こ
.
.と
の

'

み
.

を
.
.努
.

め
、.

.
-自
分
を
全.

く
主
張
す
る.

こ
：.

と
.

を
■

忘
れ
'て：

い
.る

.

-
ヮ
1
カ
ー
.

.

.

.

 

........

■ 

•.....

■.

は
約
八
力
月
に
わ
た
っ
て.每

週

ー

：

回

子

供

と

月

一

.

.
'

1
:

回

.母

親

と

面

接

を

質

ね

、

.次
第
に
：子
供
が
：自
己
を
主
張
す
る
よ
5

に
導
いV

 

■<

。
-:
.以
上
はy

s
t
r
o
u
p
::

及
び
：3

&
:
,
等

の

前

掲

»

に
掲
げ
ら
れ
て
：い
る
事
例
の
一
部
で
あ
る
が
、：：
い

f

れ
も
ケ
ー
.ス;«
7

丨
力
I

の 

.

熟
練
に
■

よ
.

っ.
.

^

、：：.児
童
が
学
校
鞋
験.
を
^

り
.
'よ
く
活
か.
す
機
会
を
与_
え
.

て
い
る
と
言
え
よ
ぅ。
'

.
'

ぺ
と
と
ろ
セ
有
の
説
明
は
、
学
校
社
食
事
業0

«念
を
：ー,

応
明
1ら
が
.に
：し
得
た
'と
思
ぅ
が:>
実

際

：の
用
法
.に

ま

で

こ

の

概

念

が

十

分 

.確
立
さ
れ
で
は
い
な
い
、
へ
ど
考
え
ら
れ
る
事
情
が
あ
る
。
；

Social w
o
r
k
.
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e
^
:
B
0
0
k
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1
9
5
4
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は
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school, social 

servi
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い

て
:'
.

'

“

.

九

九

(

九
七
.

1
>

-



, 

.

• 

.

.

I

O

Q

(

九

七
 

一
 

o
'

る

項

_

を

設
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、
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の

4

に
.
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S

E

う

学

校

社

会

事

業

.S
c
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出

席

促

進

事

業

'
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S
c

h
o
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t
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n

丨 

d

s

c
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>
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e
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i
c

e
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保

#

事
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導
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V
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a
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:
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u
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d
a

n
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に

つ
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:,

任

.の

教

員

の

仕

事

を

補

助

し

，て
.
、

教

育

，の
■
目

的

を

：一
：層

十

分

に

達

成

さ

せ

よ

ヶ

と

す

る

も

の

^ .
^

■ 

: 

:

■
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：
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.

.

;

門

蒙

の

チ

ー

み

ヮ

ー

ク

に

よ

' -

て
、V

最

大

，
の
.効
果
を
拳
げ
る
こ
と.較
お

'

る
b 

と
こ
：.ろ
：が
、;.
:と
：れ
ら
専
門
家
即
ちs

&
o
o
l 

s
o

c
i

a
l

-

r . 

- 

, 

.
■■
■ 

■ 

. 

■ 

. 

:

-

-
 

■ 

. 
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'

■
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-

w
o

r
k

e

'-r
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A
t

t
e

n
*

d
a
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e
. ^o

r
k

e
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P
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y
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i
c

i
a

n
,

 

P
s

y
c

h
i

a
t

r
i

s
t

,

 

.
p

w
y

c
i

l
o

l
o

g
i

s
t

,

 

y
o

c
a

t
i

o
n

a
l

 

c
o

u
n

s
e

l
o

r

 

の

間

の

区

分

は

必
ず
む
も
十
分
に
明
瞭
で
な
い’

殊
に
ス
タ
：

—

，
ル

ソ

ー

ツ

ル
.

ゥ
.

丨

ヵ

と
.
出
席
促
進
係
員
と
；の
間
の
区
分
に
は
多
^

.

.

.
'

ハ
'
.

■'
:

:

 

• 

,
 

-
 

: 

.

.

.

:

る
。

:

, 

' 

,
 

.

. '
V

-
.

し

■■
.
:
. 

_ .

■

.

.

.■ 

:
、

元

来

、

ス

ク

ー

•
ル

ソ

丨

シ

.

ァ

ル

ヮ

ー

ヵ

1

が
>
登

場

し

た

初

期

に

は

、

ワ

！

ヵ

ー

の

職

分

は

明

ら

か

で

：な

く

、

殆

ど

何

で

も

屋

の

感

f 

.
 

.. 

.

が
あ
っ
た
。
' 当
時
は
学
校
以
外.一
般
の
ヶ
ー
ス
ヮ

：：丨
ク

も

そ

の

よ3
な
状
態
で
あ
っ
た
の
だ
：か
ら
、
と
れ
も
や
む
.を
得
ぬ
状
態
で
あ 

マ
た
。.：從
っ
て
、
出
席
促
進
事
業
が
ヮ
丨
力
丨
の
仕
事
と
考
え
ら
れ
、

:事
実
ま
た
.そ
う
で
あ
：っ
た
場
合
が
多
か
っ
た

(p. 

I

 0P. 

c
i
r
p
. 

22)。

T

メ
リ
ヵ
で
は
義
務
教
育
：の
学.校
に
理
由
な
く
し
て
ダ̂
す
る
と
.処
罰
す
る
こ
.
_
と

を

定
め
た
法
律
が
あ
り
、
義
務
教
育 

制
実
施
の
初
期
に
は
、
教
育
を
受.け
.る
権
利
を
保
護
す
る
と
い
う
よ
り
はs
. 

:
こ
の
法
律
.を
強
制
し
罰
則
を
与
え
る
こ
と
に
出
席
促
進 

.事
業
の
重
点
が
置
か.れ
.た
.ょ
う
に
.見
え
る
時
代
が
..あ.っ_た
0
,
.
-九

.
1
.
.
八
年
.に
す
ら
へ
-;
ニ1
.ュ_
ia'
.
lク
■市
で
.

.I1.

一
歳
の
少
年
.を
拘
引
す 

る
際
に
、
そ
れ
を
引
き
止
め
た
母
親
を
係
のI

へ

w
v

o
i

u
t

i
o

n

 

a
n

d
w

r
o

a
d

e
n

i
n

g
:

 

c
o

n
c

e
p

'c+
s

 

o
f

 

A
t

t
e

n
d

a
n

c
e

c c
C D
r

v

i

cc)
'

，

T
i

l

の

e d
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Q
c +
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n 

o

f

c +
n

e 

1
S

L
A

.
S

.
S

.
W
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M
a

x
e

F
1

9
5

5
,

 

p
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仕
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；
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.
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梭
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あ
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。
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.

に
最
も
好
都
合
な
能
力
と
.地
位
と
を
持
つ
こ
と
で
あ

• 

. 

.

.

. 

*

る
。
学
校
内
.の
.他

.の
専
門
家
達
が
；
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取
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ヶ
ー
ス
ワ

ー

ヵI
は
児
童
を
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学
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述
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。
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な
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ら
れ
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な
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術
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救
済
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す
一
る
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か
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非
常
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け
離
れ
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灯
で
あ
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そ
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て
そ
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実
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れ
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c
o

m
m

x
m

i
t

i
e

w ''

 

N
e

w

 

Y
o

r
k

,

 

1
9

5
3

.

に

極

っ

て

慨

観

を

I T

ぅ

こ

と

と

す

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

:

'

•
 

.

. 

‘ 

， 

.

.
ノ

 

.

. 

. 

-

.■る
 

o

;

て

.

,

;

:■
•
■
. 

.
 

•

;-
■

'

■:
:
'
. 

■: 

' 
:

■

ペ
シ
,.

'.
:'
:

■
:

:

へ

■

.

 

,

■

■
.

■

.

. 

: 

:
.

.

.

. 

-. 

.

.

.

,

.こ
：の
調
查
の
対
象
は
第
'一
表
.の
如
き
'ー
0
市
ニ
郡
で
.

、
：
そ

の

.
人

ね

の

大

小

.と

の

事

業

の

，
歴

史

の

，
相

淳

^

を
考
慮
し
て
選
ば
れ
てお

り

、全
国
の
教
育
当
局
で
ソ
丨
シ'ァ
.ル
‘
：ヮ
ー
ヵ
ー
を
一.
人
：以
上
採
用
し.て
い
る
も
.

の
：：

の
三
％

に
も
達
し
な 

い
が
、

ソ

ー.シ
ァ
ル
ヮ
ー
力
し
の
数
か
ら
い5
.と
、：
こ
の 

一
-:
当
局
は
全
国
の
約
四
分
の
一
を
持
つ
と
推
定
さ
れ
.る
:0
:

第
一
表
に
見
ら
れ
る
ょ
ぅ
に
、
小•
中
.
*高
校
の
'生
徒
に
対
.し
.て
、‘
ソ
ー
.シ

ァ

ル

ヮ

ー

ヵ

ー

が

多

、い
所
で
一
、
四

五

0
人
に
一

人、
‘

少
な
い
所
で
一
万
人
余
に
対
し
て
一
人
働
い
て
い
る
。
但
し
.そ

の

部

課

.の

主

住

が

ソ

ー

シ

ァ

ル

ヮ

ー

ヵ

ー

で

あ

っ

て

も

そ

れ

を

含

ま

.

:

..
 

• 

■ 

■

ず
、
ま
藝
干
実
習
学
生
が
働
い
て
い
る
場
合
も
そ
れ
を
含
め
て
な
い
。
こ
れ
ら
ヮ

1
力
1
は
、
.シ
ャ
ン
べ
i

ン
‘
ヒ
ュ—

ス
ト
ン• 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア‘
サ
ジ
ノ
ゥ
郡
，
サ
ン
デ
ィ
：エ
ゴ
で
は
、
教
員
た
る
資
格
を
持
.つ
考
で
あ
る
こ.と
が
要
求
さ
れ
、

ニ
ュI
オー

 

リ

I

ン

ズ

で

，
は

訪

問

教

員

.

と
ス
ク
丨
>
ソ
！
シ
ァ
.
.ル

ヮー
ヵ
ー
と.ニ

種

に

区

別

：さ
"れ
る
が
、
' 前
者
に
は
教
員
の
免
状
と
経
驗
と
が
要

求
さ
.れ
る
。
.，そ
し
て
と
れ
ら
の
場
所
で
も
他
の
場
所
で
も
、
社
会
事
業
に
つ
.い
て
最
低
'一.年
間
の
大
学
院
程
度
の
学
歴
：を
持
つ
こ
と

.

. 

•

を
要
求
す
る
所
が
多
い
。
即
ち 

一
二
*
所
の
半
数
が
.教
員
た
る
資
格
を
も
要
求
し
、
'半
数
が
'
 
ソ
ー
シ
'
ァ
ル
ヮ
ー
力
.丨
た
る
資
格
の
み 

.を

要

求

し

て

.
い
る

 
o

.

 ̂

...
 

.

'

こ

れ

ら

の

ヮ

ー

ヵ

ー

は

す

べ

て

市

又

は

郡

の

教

育

当

局

に

所

属

し

.、
学
校
長
で
は
な
し.に
教
育
当
局
の.誰
か
の
指
揮
を
受H-
る
。

31.3

36.3 

26.9 

.46.0 

100.8

60.8

48.8

45.0

60.0 

57.0

21.3

スクールソ 
―、ンアルワ
一 力 一 の 数

力

1 人当り 
生 徒 数  

(a)

ワ一力

1 人当り担 
当ケニス数 

(b)

第 表

シ :ャ _ン ペーン . . ( ィ リ ノ ィ 州 〉

デ ..ン ヴ ァ .ニ . . ( ロ. ロラ：ド州）
' 1■ * ' •

ヒ エ ~ ス ト ン （テ キ サ ス 州 ） 

彳 ン デ ィ ア ナ ポ リ ス

■ ( イ ン デ ィ ア ナ 州 ）

' リ ― 郡 . ノ  ( , 丄ニ  _■ジ ァ 州 ） .

ミ ニ ア ポ リ ス ， （ミ ネ ソ タ 州 ）

ユ オ ー リ ー ン ズ  

：■ ( ル ィ ジ ア ナ 州 ）

ニュー•ヨーク市〈三.土一 ヨー’ク州） 

ス ィ デ デ ル フ ィ ア

( ペイシンレグエニァ州）

サ ジ ノ 一 郡 ( ミシカ: ン州）

サツ.デ_ィエゴ .

( キ や リ フ ォ ル ニ ア 州 ） 

ク コ . マ （ワ ^ ソ トン州）

総

人
1,450 

3,050 

1,600 

2,125 

1,700 

2,040 

5,600 

10.468 

(a) 
9,787 

• 2,500 

1,689

‘人
3

17 

11.5 

27

1

31

18

227

1

19

8

学
校
社
会
事
業
に
つ
い
て

. 
' 

. 

'
.
'
例

え

ば

一
一
ユ
Iヨ

.一

ク
で
は
児
童
指
導
課.Bureau.:

.

2
 

0

J

 

.

钟

o
f
o
M
d

 

G
&
d
a
i

が
学
校
社
会
事
業
を
姐
当 

;■ 

一
む
.，
し
'同
課
が
.教
育
局
の
児
童
福
祉
部'
s

vw-
i
o
n 

of

.

-

^ '
•

T

C

H

Ppi
^
w
^
^
r
e

'-
の」

：部
分
を
、女 

ま

.

一
/
.
:、
.
.
:も.

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

■

^

L-
f

c

、：

た

一

一

ュ

ー

オ

ー

リ

ー

ン

ズ

，
0

場
含
は
、
訪
問
教
員
及 

' 

m，
び
出
席
^;
肇

業

課
.'
'

.visiting: 

Teacher, a
n
d

.»-
»
:
. 

'

•
ニ

'
.
. 

■
. 

'
' 

.

:
-l
>
o.校 

_ A
t
t
e

tJdallce. Service 

が
と
の
事
業
を
担
当
し
、

of
^

一
 
渉

、
そ
れ
が
特
別
事
業
部
 Division 

o
f

 SpeciaLSer-

し」

.
.

.

.

が

.

.

. 

■
-
■
'
.

.

45
.

:
1a
,
ao

雌
.
.̂.
i

 (

の
.
>
.部

を
.な
し
.て
.い
る
。

1

ニ
★

所

の

間

,

8,
: 

F

i
m u
v

で
同
じ
組
織
を
.持

：
つ
：
の
.は
、
；
リ
ー
那
と
.サ
ジ
ノ
ー
郡

.

?.
2
げ
織
%0

'.
:

の
場
合
だ
け
で
>
両
者
と
：も
訪
間
教
員
が
一
名
い
る 

.P

き
..業
平 

' 
、

書
っ
.職
，の
；
.だ
け
で
部
課
を
構
成
せ
ず
、.郡
の
.
#
校
教
育
主
任 

掲
.に
，
：，
中

'

前

棱

人

月

'Qo
u
n
t
y

 

school: Su
p
e
r
i
n
t
e
n
d
e
n
t

 
,

に
直
属
す

m a

義
_

年
.

本

。
そ
の
他
の
場
合
は
、，

：

す
べ
.て
互
に
異
な
っ
，た
組

|

 

|

.^
19
5

:.
;:

織
を
.持
っ
；て
い
る
が
、
.
多
く
の
.場
合
学
校
社
会
事
業

へ
M,
:(a
)

:A
cb
)
.
-ベ.を
担
当
す
る
部
課
は
、..保
健
，
出
席

*

精
神
衛
ゼ
•

r

■

:

v

r体
障
害
、
：職
業
な̂

に
関
す
石
各
部
課
とI

緒

.

.

 

*  

-

 

..'.
 

,

 

.

 

. 

.

■
:
-

ぐ
'

V
.
V 

1
0

五
‘
.(

九
七
七)



0 0 2 

3 18 7 ヽ

0 6 9

1  3  2

0 1 1 1 0
0 11 25

2 9 し 3 '
1 3 19

52 9 14

45 31 10

47 3 32

37 43 9

52 13 38

82 22 18

25 40 20

70 7 17

31 15 38

32 17 15

50 17 19

57 3 17

シ ヤ ，ン パ 一 ン  

デ ソ ヴ ァ 一

ヒ ユ • ス . ト ン  

イ ン デ イ ア ナ ポ リ ス

リ -  郡

ミ ニ ア ボ リ ス
.. V  •； , ‘

ニ ュ 一 オ 一 リ ー ン ズ  
. .' ■' '

ニ ユ 一 ョ ー ク . 市
. •  . ■ ィ.パ
つ イ ラ デ ル フ イ ア  

サ ジ ノ 一  郡

. サ ン デ イ エ ゴ  

タ コ マ

前掲書 PP. 22, 2 3 . ⑴教職員⑵生徒自身⑶親または保護者 &)社会事 : 
業 施 設 (5)そ の 他 (6)行動またはパースナリティ(7)出 席 (8)社会的不適応 

ンを伴う学業問題⑶親による放任 (10)家庭または近隣状態（1 1 )その他。

ベ ( a ) 社 会 事 業 旎 設 か ら の 報 告 提 出 依 賴 を 含 む 。 «

第 表

数 〜

.o
9
;:
:
5
:
6
''
o
.
1 

7
. 

6 

5 

0
-
1
4
- 

1 

> 

1 

i 
.• 

■
1

.

-

.

 

.

.

.

.

.

.

.

'

 

.

て.
.
.
.

d

;

532? 

7 

9 

6 

7 

6 

2 

2 

8 

B 

7 

8 

9
, 

8 

8 

6 

8 

.
8 

6 

8 

7 

9 

.

- 

'

-

.

1

0

六

(

九
セ
八)

に
、

そ
の
上
の
；
組

織

単

位

を

構

成

乙

て

ぢ

る

。
：
.
ゝ
へ

.

.

.

.

.
:

ヮ

ー

力

ー

は
い
^

っ
か
の
学
敕
を
迪
当
し
ゝ
い
定
期
的
に 

.
巡
回
し
て
仕
事
を
す
る
。
祖
当
ヶ
ス.
数

に

.
つ

い

て

は

—

一

ニ

歸

着

獲
_

5

件
|

し

、.
:■■
-
:
-
ュ
：
.
r
H
I

ク

は

五

©

7&
:
至

六

0

件

、

/:
'

一 

力

所

は

大 

ノ
体
一
一

0

乃
至
一1

四
件
の
ヶ7-

ス
：
タ

ー

ク

.

と
1
0
力

至

‘

一

五 

'
件
の
教
員
叉
は
両
親
：に
对
す
る
相
談
と
む
、

一
ヵ
所
は
2£ 

''
■
五
艿
至
：六0
枰
を
檩
準
と
す
る
が
地
域
が
広
いの

で
こ
れ 

は
過
大
で
あ
る
七
答
え
て
い
る
。
そ
の'他
の
.五

力
所
で
は 

ン
檩
準
が
：全
<-
.鼓
げ
ら
れ
て
い
な
か.
.っ'た)

。
.
. 

'
と
.
.
-
:
.

:'
:

ヶ
1

Xの
.
依
頼
：は
多
く
学
校.教
職
員
か
ら
来
る(

第
二 

き

。
.
.
t
K
s-
所

の

ぅ

ち

、
最

低

の

場

合

は

依

頼

総

数

の

'ぅ 

ち
六
.
1
1
%
、
最
高
の
場
合
は
九
一

.
1
1
%
:

を

し

：め
ゐ
：。
他
は
親

ま 

た
は
.保
證
者
か
ら
或
い
は
社
会
事
業
施
設
な
ど
か
ら
の

依 

頼

で

あ

る

が

：，
M
童
自
身
の
依
頼
も
案
外
多
い
：場
合
が
.あ 

る
。
即
ち
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
は
、
：：一
七
％
:
に
も
達
し
て 

い
る
。
'ソ
I

シ
ア

ル
，ワ
ー
カ

ー
が
児
童
を
理
解
し
援
助
す

る
特
殊
の
能
力
を
持
つ
こ
と
、

一
般
教
員
と
異
な
石
役
割
を
持
つ
た
め
に
児
童
が
：教
員
に
対
す
る
と
異
な
っ

：

た
.感
情
を
持
つ
こ
と
な

. 

«

ど
5

っ
て
、
時
と
し
て
は
親
と
同
様S

し
I

感
じ
る
.

i
が
、
他
S

職
員
f

マ

羅

丨
に
対
す
る
感
情
に
づ
い
てV
同
様
な
こ
と
、が
言
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
斯
か
る
事
情
は
、

一
ヮ
ー
ヵ
ー
の
担
当
地
域
が
狭
く
、
 

従
っ
て
生
徒
や
両
親
か
ら
顔
を
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
場
合
と
？
そ
う
で
な
い

.場
合w

で
.は
異
な
る
ら
し
い。
',
.'.

次
に
ソ
1
シ
ァ
ル
ヮI

力

ー

ベ

ヶ]'
■
ス
'が
：依
頼
さ
れ
る
理
由
に
つVV
.'て
%,
、
：
. .：一：
一.：}力.所
の(

間
に
は
か
な
り
相
違
ぶ
あ
る
。
.そ
の
一 

部

分

は

各

地

の

学

校

社

会

事

業

当

局

み

.所

管

事

項

の

相

違

に

基

く

も

の

で

.、

例
え
ば
ュ
ュ
ー
ォ
ー
ヾ
リ
ー
シ

'ズ
で
は
、
出
席
促
進
事
業 

が
そ
の
所
管
に
属
し
て
い
る
た
め
に
特
に
大
き
な
割
合
.を
占
め
て
い
る
。
し
が
し
な
が
ら
太
体
に
：お
い
て
、

.：
行
動Q

問
題
や
学
業
成 

績
の
問
題
が
主
要
部
分
を
占
め
ふ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
0.
尙
依
頼
の
理
由
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ヶ
ー
ス
に
含
ま
れ
た
本
当
の
■間
題
と

は
別
で
あ
る
が
、
こ
の_
查
は
後
者
に
つ
い.て
取
り
扱
っ
て
い
，な
い
。；

^
^
.レ

- 

, 

.

.

. 

. 

: . 

- 

/ 

'
- 

.
-
へ...
 

.
 

:

-四
、
そ
の
社
会
事
業
全
分
野
に
と
つ.て

の

意

義
：

,

:

•

'

:

-

■ 

. 

• 

: 

、
 

.....
 

- ■ 
■ ■ 
. 

.. 

.

ノ
 

■ 

. 

- 

: 

- 

- 

■ 

- 
, 

■-
.

ノ
学
校
社
会.事
.業
の
，教
育
事
業.に
对
す
?>
-
効
果
を
.客
観
的
^
明
ら
'か
'に
す
る
.，こ
と
■は
恐
ら
く
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
.
'
.
吾
々
tt
.た
た
'
理
論

と
若
干
の
事
例
と
に.基
い
て
、
そ
の
効
果
の
大
き
い
こ
と■を
信
じ
る
だ
け
で
あ
る
。.し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で'私
が
■特
に
'関
心
を
持
つ

• 

:

.

.

.
•
- 

'
 

.
'•
 

..
 

-

の
は
、
，社
会
事
業
全
分
野
に
对
じ
：て
、
学
校
社
会
事
業
が
持
つ
意
義
で
あ
る

0
ソ

：
：卜

フ

.

y

 

.
^f
'

-
論
か
ら
先
.に
言
わ
ば
、‘
乇
れ
は
社
会
事
業
全
分
野
忙
ど
マ
で® ：
天
.な
意
義
を
持
つ
ネ
故
に
、
：わ
が_
で
も
そ
の
：研
究
に 

私
わ
る
f

f

.い
f

と
.：で
I

。
：
す

べ

崖

性
質
を
持
，：つ'。
そ
の
.理
由
か
ら
だ
け
.で
も
重
要
で
.あ
る
が
、
児
童
に
対
す
る
す■ベ
，て

の
.*
業
の
中
で
%•
、
こ
.の
.事

業

が

特

に

重

要

な

.

.
■
 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

■

:

ぃ
.
-.
-

.

.

——

.

.

、
.
.
'

，
.学

校

社

会

事

業

に

ゴ

い

て
 

• 

.
<
1-

:

.
'

'

_
.ー
0

七

(

九
七

九)

：



パ
.

：r

'

: ;
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'

 

.

 

T
o 

八

：

(

九
A -

〇
>'

'

,

.

:

..

. 

4 :

■

,
.
•
'
:
.
'

 

.
 

/

.
 ■

■■
.

理
由
が
あ
今
.：.

-:
;
;づ
.
'
.
:
.

ン

丨

：

ぐ
''
-

: :
/

' ,
.
,
.
.

:-
::
'
.

^
.
w
w
o
o
s
o
y

 

,
^
0
0
£

 

•

の
幹
部
で
あ
る
シ
ッ
ヶ
マ
女
史
は
'
.
一
九
四
九
年
の
全
国
社
会
* 

業
大
会
で
次
©;
よ
う
に
述
.ベ
た
。
即

ち「

ま
.ず
ま
す
増
大
す
る
多
数
の
人
々
‘が
、
多
年
に
^

-

た
っ
て
次
の
よ
う
な
深
い
株
続
的
な
確 

信
を
抱
い
て
来
た
。
，.即
ち
わ
が
国
の
人
々
の
精
神
上
.の
徤
康
に
对
し
て
、
社
会
事
業
が
、
公
立
学
校
で
貢
献
し
得
る
程
大
き
な
貢
献
を 

な
し
得
る
昜
贾
ユ
、
吾
が
文
化
の
中
で
は
他
に
ど
こ
に
も
な
い
1-
とCM. Sikkema, A

n
.
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そ
の
理
由
は一
一

一
つ
挙
げ
ら

れ
る
。
第
一
に
学
校
の
手
は
す
べ
て
の
児
童
に
届
く
。
義
務
教
育
制
に

よ

っ
て
、
す
べ
て
の

児
童
が
学
校
へ
来
る
。
従
っ
'て
児
童
の 

持
つ
問
題
は
、す
べ
て
学
校
で
把
え
る
機
会
が
あ
る
。
児
童
■の
間
題
は
恐
ら
く
す
べ
て
が
学
校
生
活
の
上
に
現
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

に
は
、
：I

が
学
校
で
の
f

と
勉
学
の
震
を
利
用
す
：る
の 

得
る
。
学
校
は
児
童
を
年
少.の
時
か
：ら
長
年
月
に
わ
た>
て
教
育
す
る
の
^
か
ら
、.注
意
が
十
分
行
き
届
く
な
ら
ば
、
問
題
を
早
期.

に
発
見
し
.処
理
す
る
こ
と
'が
で
き
る
は
ず
で
あ
る0:
:こ
れ
に
反
し
て
他
の
事
業
例
え
ば
セト
ル

メ
ン
ト
.
ハ
ゥ
ス
そ
の
他
の
児
童
福
祉

-

■
 

- 

.

.

■-
.
- 

, 

•

■

• 「

.

事
業
で
^

:問
題
を
早
期
に
発
見1
得
る
機
会
は
比
較
的
に
遙
か
に
少
な
い
。
：
第
三
に
：は
、
.他
め
な
ん
ら
か
の
型
の.サ
1
ヴ
.ィ
ス
例 

え
ば
里
親
委
託
と
か
一
般
的
扶
助
と
か
を
必
要
と
す
る
児
童
奮
た
は
家
族
：は
、：
問
題
の
長
期
継
続
か
ら
の
追
加
的
損
害
が
生
じ
な
い

■う
ち
に
、
；ぞ
れ
ら
の
手
配
に
附
さ
れ.る
。
即
ち
学
校
社
会
事
業
以
外
の.他
の
社
会
事
業
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
早
期
に
行
■う
こ
と
を
可
能
に

.

'

一
 

:

.

.

.

-

す
る
：の
で
も
る(Ibid.rp. 447)

-°,' 

ノ
•

_ 

:

'

-
■

.

.-.
'

:
•

.

 

.
:■
.
.

•

ま
た
児
童
.に
と
.っ
て
0'
学
校
経
験
の
：.重
大
さ
を
考
七
れ
ば
、

(

そ
>

」

で
行
わ
れ
る
.社
会
事
業
サ:1

-

ヴ
ィ
ス
が
持
づ
重
大
な
教
育
的
効 

果
ゼ
認
め
ふ
£.
と
も
で
き
る
。
学
校
経
験
は
児
童
の
生
活
経
験
の
う
ち
極
め
て
重
要
な
一

.部
分
'で
あ
る
。
そ
れ
は
児
童
の
全
生
活
に

■重
要
な
影
響
を
持
つ
。
学
校
で
何
か
囷
難
に
出
会
づ
た
場
合
に
、
児
童
は
.こ
の
困
難
に
応
ず
る
こ
と
に
対
し
て
責
任
を
と
る
方
法 

を

.'
社
会
事
業
サ
ー
ヴ
ィ
ス
か
ら
教
え
ら
れ
る
。
そ
し
.て
こ
の
方
法
は
、.児
童
が
学
校
経
験
を.利
用
す
る
こ
と
に
対
し
■て
明
確
に
影 

響
す
る
で
あ
ろ
う
.0
ま
た
学
校
は
児
童
が
よ
く
知
り
且
つ
容
認
し.て
い
る
場
所
.で
あ
る
。
そ
の
場
所
で
社
会
事
業
の
性
質
と
価
値
と 

を
学
ぶ
こ
と
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
。：
即
ち
児
童
は
そ
の
学
校
経
験
の
：

.

V

部
と
し
セ
社
会
事
業
を
知
り
、
.
彼

，の
.
日

常

生

活

の

容

認

済 

み
の
一
部
分
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
生
活
に
社
会
事
業
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
有
効

.に
：板
'用
す
^
こ
と
を
学
ぶ
.

(
K
:

 Poole, A
n
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I
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o

要
す
る
に
学
校
社
会
事
業
ば
、
.
一
つ
に
は
最
も
効
果
的
な
予
防
的
事
業.と
し
て
重
要
性
を
持
つ
：。
予
防
は
社
会
事
業
.の
極
致
で
あ 

る
か
ら
、.
_
.
そ
の
意
味
で
-学
校
社
会
事
業
は
、.社
会
事
業
全
分
野
の
う
ち
で
極
：め
て
重.要
な
意
義
を
特
つ.と
言
う
こ
と
.が
で
き
る
0
第
. 

一
一
に
は
社
会
事
業
に
；
つ

.い
て
の
教
育
を
与
え
る
も
の
と
し
て
も
、
：重
大
な
意
義
を
持
.つ
。
.班
会
事
業
が
社
会
福
祉
の
増
進
に
大
き
な 

役
割
を
果
し
得
る
か
否
か
は
、

一
般
大
.衆
の
社
会
事
業
に
规
す
る
理
解
の
如
你
に

よ

る

と

こ
み
が
極
.め
て
大
き
い
の
だ
か
ら
、
こ
の 

教
育
的
効
果
は
社
会
事
業
に
と
っ
て
重
大
な
意
義
^*
持
つ
。

'

.

'に

:
丨

ノ

I
;
:
'
.

、
例
え
ば
学
業
成
績
め
恶
い.一
一
'歳

の

女

生

徒

が

：あ

.っ

.て
、
：
友
達
も
持
た
ず
先
生
の
言
う..こ
と
も
き
か
ぬ
こ4

が

あ

り

、
.
時

々

学

校 

を

休

む0

ソ

ー

シ

.
ァ

ル

ヮ

ー

力

ー

..

は
過
ー.回

の

商

接

：を
約
ー
ー
八
週

'間
綠
け
て
行
く
.間
£
、.
そ
の
子
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
、
学̂g

績 

が
よ
く
な
る
。
そ
の
子
は
幼
い
，時
母
親
か
ら
余
り
可
愛
が
ぢ
れ
_て
成
長
が
後
れ
た.と
こ
ろ
へ
、
：
六
歳
の
時
妹
が
生
ま
れ
た
.と
と
と
学 

校
へ
入
学
し
^
こ
と
で
母
親
か
ら
遠
く
な
り
、
更
に
：翌
年
次
の
妹
が
^;
ま
.れ
て
.
.ー
11
遠
ざ
け
：.ら
れ
た
。''
'
:六

歳

の

寺

.か

ら

湍

息

を

病

. 

' 

-■ 

■
.
 

-

. 

. 

. i
-
——

'

.
■
.

み
、
.こ
れ
は
当
時
：の
儈
緖
的
な
創
傷
と
関
係
が
：あ
っ
^
:の
だ
ろ
う
が
、へ
そ
め
，
.た
め
母
の
世
話
を
受
け
る
時
期
を
長
び.か
，せ
た
d
斯
く 

し
て
そ
の
.子
は
成
長
ず
る
ぶ
と
に
对
じ
て.：好
悪
相
剌
の
感
精
を
持
っ
て
お
り
ノ‘.ま
た
妹
達
や
：除
親
に
，
す
る
憎
惡
：を
心
の
中
に
潜
.：
 

，学

校

社

会

事

業

に

ら

い

て

.

.

'

1

0九

(

九
八
ニ)
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1

0

〈

九
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ニ)

，■，
め
ぐ
+そ
め
抑
庄
さ
れ
た
憎
恶
を
友
達
や
先
坐
に
向
汙
る
タ
こ
の
繁
張
が
学
業
へ
の
集
中
を
妨
げ
た
の
で
あ
っ
た
？

'

■ 

I 

• 

. 

• 

.

.

.
 

.

こ
れ
は G. B. G

a
r
r
i
g
n
s
,
C
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 M
e
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d
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^

n

p E
l
e
m
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n
t
a
r
y

 s
c
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h
e

 Bulletiii of the N.A.S, 

J
a
n
e
,
1
9
舜

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る.ヶ
ー
ス
例
の
要
点
で
あ
る
が、
'
 
こ
ゎ
程
度
の
ヶ
丨.ス
を
学
校
と
い
う
場
所
を
.通
じ
て
把
'

.
ぇ
^
の
で
な
げ
れ
ば
、
他
で
は
恐
ら
く
把
え̂.
れ
な
い
で
あ
る
う。
' し
が
も
と
0;
ヶ
.
1ス
：の
場
合
、
放
置
さ
れ
れ
ば
こ
の
子
の
情
緖

-

的
成
長
の
後
れ
は
一
層
深
刻
と
な
ら
て
、
.*
当
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
童
大
な
間
題
に
な
っ
た
.か
%'
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の

■

面
接
の
継
練
中
に
こ
の-子
が
.ヮ

ー

ヵ

ー

に

对

し

て

非

常

：に

親
愛
感
を

.示
す
よ
.う
に
'な
る
の
.だ
が
、
そ
：れ
は
確
か
に
社
会
事
業
と
い
う

■- 

'

.も
の
：に
^
い
：て
、ン
教
育
が
行
わ
れ
た
と
言
え
よ
う
。.

て

 

：

..

■•し

か

し

な

が

ら

以

上

.に

述

べ

た

こ

と
は
、

学
校
社
会
事
業
が
現
実
に
社
会
事
業
全
分
野
に
对
し
て
持
？
で
い

る
意
義
と
言
え
る
か 

ど
う

.

か
分
ら
な
い
。
.
,

斯
か
る
意
義
を
現
実
に
持
つ
た
.め
に
は
、

こ
の
事
業
が
量
質
と
も
十
分
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
果
し
て 

ァ
メ
リ
ヵ
で
も
そ
れ
程
十
分
に
行
わ
れ
て
い
を
で
あ
ろ
ラ
か
。
小
学
生
が

■約
'一、
六
〇
〇
万
、
ハ：
ィ
ス
ク
ー
ル
生
徒
が
約
八
〇
〇
万
に 

対
し
て
、
僅
か
.一
''
.
七
0
〇
人
の
ソ
.丨
シ
ァ
ル
ヮ

.丨

ヵ

ー

で
は
、

到
底
，：

f-

分
な
仕
事
が
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
前
節
で
紹
介
さ
れ
た 

:1

〇

市一

ー
郡
は
、
：
そ
.の
生
徙
数
の
合
許
が
約1
35
:
五
万
レ
か
な
：い
。
全
国
生
徒
徽
の
五
％
に
も
足
り
な
い
歎
で
あ
る
"
そ
.こ
に
ヮ
ー 

力
ー
の
因

分
の
：一.が
集
中
し
.て
い
る
の
だ
か
ら
、
他
の
地
方
で
は
、：
ワ
.

1
カ
ー

の
全
く
い
な
いと
こ

ろ
や
、:
-ヮ
1

ヵ

ー

が

い

て

も

そ 

の
敎
が
い
ち
じ
る
し
く
不
足
で
あ
る
と
こ
ろ
が
大
瓿
分
で
あ
ろ
う
。
#

‘っ
て
ァ
メ
リ
ヵ
で
も
、

：

学
校
社
会
事
業
は
前
述
の
.よ
う
な
意

一
義
を
ま
だ
現
実
に
は
持
っ
て
い
な
い
と
、
'言
う
方
が
安
全
せ
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
前
述
し
た
と
こ
ろ
は
意
義
と
い
う
よ
り
も
正
し 

く
は
可
能
性
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
実
際
に
い
ち
じ
る

.し

.い
発
展
を
見
た
の
は
一
九
四
〇
年
代
か
ら
後 

の
こ
と
で
あ
っ
て
、

規
在
は
ま
だ
急
速
な
発
展
の
途
上
：で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
ぃ
0
:

「

社
会
事
業
の
歴
史
と_.発
展
の
中
で
、
い
く
つ

か
の
時
期
が
、
目
立
っ
て
特
別
の
進
歩
及
び
新
し
い
有
意
義
な
発
展
の
方
向
を
示
し

.て
い
る
。
現
在
は
学
校
社
会
事
業
の
分
野
が
、

.

斯
か
.る
時
期
に
達
し
た
と
と
ろ
だ
と
信
じ
る
。
'—(F. Poole, op. cit., p. 454> 
.と
言
う

研
究
者
も
い
る
程
で
あ
る
。
從
っ
て学
校 

•
社
会
事
業
の
可
能
性
の
現
実
化
は
、
：
.欢
第
に
進
め
ら
れ
て.い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。•

パ
：

，
. 

'

,
— F
i
n
k
v

 W
i
l
s
o
n

 

a
n
d
o
o
g
v
e
r
.

も
、
近
.年
.の
学
校
社
会
事
業
の
傾
向
と
し.：て
次
の
諸
点
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
は
、
事
業 

が
垂
直
的
に
も
水
平
的
に
も
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
.
あ
う
て
.、
以
前
に
は
下
級
学
年
の̂

里
：に
限
ら
れ.て
い
た
の
が
、
' 上
級
学
年
か
ら 

M
に
ハ
ィ
ん
ク
ール
ま
で

拡
大
さ
れ
、
以
前
は
睁
間
を
経
過
し
て
解
決
困
難
と
な
っ
.た
ケ
ー
ス
が
取
り
扱
わ
れ.た
の
に
対
し
て
、
近 

年

，は

早

期

の

処

遇

が

行

わ

れ

る

よ

う

.に
な
り
、
.以
前
は
貧
困
者
居
住
地
区
の
学
校.に
限
ら
れ
て
い
た
も
の
■が
今
は
全
域
の
学
校
で
行 

.わ
れ
る
よ
う
に
介
り
、
以
前
は
他
：の
す
ベ
て
の
施
設
が
成
功
し
な
か
っ
た
場
合
、
収
容
施
設
に
収
容
さ
れ
る
の
を
引
き
延
ば
す
た
め 

に
学
校
の
ヮ
ー力
ー
に
依
頼
さ
れ
た
が
、
今
ば
早
肌
の
予
防
的
な
サ
ー
ヴ
ィ
ス
と
し
て

用
：.

い
ら
れ
で
U
る
。
第
二
の
点
は
、
学
校
側 

の
問
題
呢
童
及
びソ
ー

シ
ァ
ル
ヮ
ー
力
i
に
対
す
る
態
度
の
氣
化
で
あ
っ
て
、ソ

1

シ
ァ

ル
ヮ—

力ー

の
サ
丨
-

ヴ
ィ

ス
を
受
け
る
こ 

と
は
、
児
童
か
ら
も
教
員
か
ら
も
落
伍
之
か
授
業
の
欠
临
.と
か
を
意
味
す
る
も
の
と
、
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

.或
る
種
類
.の
囷
難
杧
つ
い
て
、
ソ
ー
シ.ァ
ル
ヮ
ー
ヵ
ー
が
專
門
、の
取
扱
能
カ
を
持
づ
が
た
め
に
、
そ
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
が
用
い
ら
れ
る

に
過
ぎ
な
い
-
と
が
認
め
ら
れ
る'
,よ
う
に
な
.
.？
た

。
.
第

三

に
は
、

学
校
の
'ソ
ー
.シ
ァ
ル
T

力
丨
が
、
そ
の
学
校
の
地
域
社
会
で
重

. 

*
. 

- 

.
■ 

.

.

.
- 

.

.

.

.

.

.

.

要

な

働

き

を

す

る

よ

う

に

な

っ

た
.
こ

と

で

あ

る

。
.
学

校

と

社

会

と
.の

連

絡

の

た

め

に
?

.

£

-

<

<な

ど

で

活

鼠

し

，、

社

会

を

教

育

目

的

に
 

協

力

さ

せ

る

仕

事

が

、
か
^
り
多

く

の

.場

合

に
ヮ
.丨

力.

1
の
.職

分

の
.

|

つ

と

さ

れ

て
.

い
，る
。
' 

第
四
.の
点

は

、
：
.
出

席

促

進

事

業

と

の

関 

係
.の

変

化

で

あ

':って
、

「

最

杌

ソ

ー
.
シ
.
ァ

ル
-.
»
7

丨
.
.カ

！

の

中

に

は

、
：

£

の

仕

事

を

自

分

の

職

分

外

と

考

え

る.も

の

が

あ

，
っ

た

が

、
現
あ 

で

は
、
そ
め
取
り
扱
い
に.ケ
ー
ス
y
丨

ク
の

菸
要

な
こ

と

を

認

め

る

よ
さ
に
，な
^

、

「

教

育

当

局

の

側

に
^

同

様

な

態

度

の

変

化

が

，あ 

学
校
社
会
事
業
に
つ
い
て
，

'

V
 

V

パ

'

.

'

:

.
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ク
て
、V

丨
ス
ヮ
1
力
ー
を
置
く
規
定
の
な
い
所
で
も
、.
次
第
に
出
席
促
進
係
と
し
て
ヶ
ー
ス
”
丨
ヵ
ー
を
採
用
す
る
に
至
マ
た
。 

第
五
の
点
は
、
学
校
社
会
尊
業
を
州
全
体
に
採
用
す
る
傾
向
が
生
じ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
第
六
の
点
と
し
て
、
初 

期
：に
は
非
行
の
予
防
に
重I

®
か
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
.す

べ

：
て

の

児

童

に

#'
し
て
建
設
的
な
処
遇
を
与
え
る
こ
i

に
、
.第
一
■の 

重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
たこ
ど

を

挙

げ

て

.
い

る

(

皆

デWilson a
n
d

 C
o
n
o
v
e
r
,

o
p
.
o
i
t
ぐppr 4111414)

。
こ
れ
ら
は
す

ベ
て
、.
学
校
社
会
事
業
の
持
つ
亦
能
性
が
ヽ
次
第
に
琪
実
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う

。
.
.

.

.

■

 

' 

■
 

:
 
■
 

.

. 

: 

. 

-

五
、.
わ
が
国
に
.お
け
る
そ
の
萌
芽：：：

'

,

:
: 

.

-

■ 

, 

.

.

.

. 

ノ
 

• 

■

, ■ 
■ 

■
-
 

. 

.
!
- 
.■-

.

 

*

わ
が
国
で
は
、
専
門
家
とし
て

訓
練
さ
れ
た
ソ
ー
シ
ァ
ル
ヮr
力
ー
が
学
校
で
働
く
と
い
う
意
味
で
の
学
校
社
会
事
業
は
、
全
く 

行
わ
れ
，
て

い

な

い

よ

う

で

あ

る

0 
.
.教
員
の
}
.
.
部
を
し
て
生
活
指
導
主
事
そ
の
他
：の
職
名
の
下
に
、
主
と
.し
て
ヵ
ゥ
ン
セ' ラ

ー

の
.仕
事 

に
従
事
さ
せ
て
い
る.ら
し
い

学
校
は
、：，
全
国
に
相
当
数
か
ぞ
え
ら
れ
る
よ
.う
で
あ
る
'0
或
い
は
こ
、の
事
業
も
、
上
述
の
よ
う
な
学
校 

社
会
事
業
に
発
展
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
か
ら
、
そ
の
萌
芽
と
言
え
.る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
私
は
、
社
会
事
業
を
学
校
教
育
に 

導
入
し
よ
う
と
す

る
試
み
と
し
て
、
大
阪
市
で
の
最
近
の
計
画
を
こ
こ
"に
紹
介
し
て
置
き
た
い
。
そ
れ
が
酬
練
さ
れ
た
ヶ
ー
ス
17
.1 

力
ー
に
よ
る
も
の
で
な
く
と
も
、.と
に
角
社
会
事
業
に
従
事
す
る
人
々
を
学
校
教|
の̂
事
業
に
参
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
点
で
、
よ
り 

明
ら
か
に
学
校
社
会
事
業
の
萌
芽
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

;
. 

: 

: 

V 

:

:
、
 

.：
/

.」 

•

.

大
阪
市
で
は
、
本
年
七
月
に
教
育
委
員
会
と
•民
生
局
の
.共
同
主
催
で
、，
小
中
学
校
‘
福
祉
事
務
所

•

児
童
委
員
•
教
育
委
員
会

• 

民
生
局
の
連
絡
^
!
研
究
会
を
開
い
た
。
こ
れ
は
恵
ま
れ
な
い
環
境
に
あ
.る
児
童
生
徒
の
生
活
指
導
の
方
法
を
研
究
し
よ
う
と
す
る 

も
の
で
、
®

題
.
目

と

し
て
次
の
六
項
目
が
掲
げ
ら
れ
た
。
即
ち

(

一w

#

_

者
の
就
労
など
'に

よ

る

不

在

ま̂

0
児
童
ま# £

の
指

導
に
関
す
る
児
童
委
員
の
協
力
に
つ
い
て
、

(

ニ )

，不
就
学
及
び
長
期
欠
席
の
児
童
生
徒
の
就
学
#
励
に
関
す
る
児
童
委
員
の
活
動 

に
つ
い
て
、(

三〕

生
活
保
護
家
庭
の
児
童
生
徒
の
指
導
に
つ
い
て
の
学
校
と
児
童
委
員
セ
の

.提
«
に
つ
い
て
、(

四〕

そ
の
他
児
童 

生
徒
の
家
庭
調
査
に
関
す
る
児
童
委
員
の
協
力
に
つ
い
て
、

(

さ

：学
校
側
及
び
兇
童
委
員
側
相
互
の
要
望
に
つ
ぃ
て
、
2

0
今
後 

の
連
絡
会
.議
の
方
法
に
つ
い
て.、
■の
六
項
目
で
あ
る
？
こ
の
連
絡
会
議
に
出
た
主
！

^
な
.意
.見
は
、
七
月
三
一
日
附
で
民
生
局
か
ら
関 

係
者
に
報
告
さ
れ
た
が
、
本
稿
の
見
地
か
ら
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
そ
の
中
か

.ら
拾
5;
と
、.次
の
七
項
目
で
あ
る
。
即
ち
ハ
ー
し 

生
活
保
護
め
開
始
廃
止
な
ど
の
情
報
を
学
校
側
に
連
絡
し
て
ほ
土
い
.0 .0

 D

学
校
が
ボ
ー
ー
ダ
，
丨

.

ラ

ィ

ン

と

.

み
な
さ
れ
る
家
庭
め
児 

童
生
徒
を
発
見
し
た
場
合
は
、
こ
れ
を
児
童
委
員
に
連
絡
し
、.
児
童
委
員
は
と
れ
が
応
急
遽
護
の
方
法
に
つ
い
て
福
祉
事
務
所
と
協 

議
す
る
。C

I
S

長
欠
児
童
等
の
問
題
の
調
査
処
理
に
つ
い
て
は
、
連
絡
の
会
合
を
锊
つ
ま
で
も
な
く
、
祖
任
教
諭
は
速
か
に
最
寄 

の
児
童
委
員
に
対
し
、
問
題
児
の
調
査
を
依
噸
す
る
。
.
学
校
が
児
，童
委
員
の
回
答
に
よ.っ
，て
と
っ
た
措
置
を
児
童
委
員
に
報
告
し
て 

.ほ
し
い
。(

四〕

不
在
家
庭
の
児
童
生
徒
に
断
続
的
欠
席
者
が
多
い
が
、
保
«

#
は
.と
れ
を
^1
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
と
れ
が
早
期 

発
見
を
行
ぅ
た
め
に
、
担
任
教
諭
は
？

当
該
児
童
.の
通
学
指
導
並
び
に
教
育
に
関
し

V
'

無
理
解
な
保
一11
罾
に
双
す
る
指
導
に
つ
い 

て
、
児
童
委
員
の
協
力
を
求
め
る
。

(

五
V
担
任
教
論
が
長
.欠
照
童
の
家
庭
を
訪
問
し.て
も
、
昼
間
は
保
護
者
と
の
面
接
の
機
会
を 

得
難
く
、
ま
た
そ
の
真
相
を
保
護
者
が
，卒
直
に
語
ら
な
.い
.場
合
が
；あ
る
。

か
よ
ぅ
な
場
合
特
に
児
童
委
員
の
協
力
を
願
い
た
い
。 

(

六
> 
児
童
の
完
全
指
導
に'つ
い
，て'は
学
校
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
勿
論
児
童
委
員
の
み
で
も
徹
底
を
期
し
得
な
い
。

.
よ
っ
て
. 

問
題
児
童
に
：つ
い
て
は
、
絶
え
ず
担
住
教
論
と
地
域
委
員
と
が
密
接
な

i

を
と
.っ.て
事
に
当
る
こ
と
が
望
ま
し
い。
' 

(

七
V
S

 

と
児
童
委
員
ど
の
連
絡
方
法
は
、.会
合
と
し
，て
は
区
叉
は
地
区
の
児
童
委
員
会
に
各
小
中
学
校
か
ら
出
席
す
る

。

.

.民
生
局
で
は
ロ
y
ド
シ
.の
小
中
学
校
に
あ
る
児
童
委
員
会
を
参
考
と
し.て
、
.
€
が
国
独
自
の
学
校
社
会
事
業
を
創
始
す
る
こ
と
を

-

 

.

 

.

 

>

 

.

.

.

.

.学
校
社
会
.事

業

に

つ

い

て

.

，ノ
 

.

パ

J
.

ニ
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目
標
と
し
、；
そ
の
た
：め
に
前
記
の
話
合
い
を
進
め
て
.い
る
が
、:-
同

時

に

池

爪

民

生

局

：次

長

の

執

筆

怜

よ

る

-.
逼

童

委

員

に

つ

い

て

.
 

.
 

.

.

.

.

 

.

.

.

.

c
ロ
'ン
ド
ン
と
：大
阪
ご
ハ
な
石
資
料
を
作
成
し
た
ダ
へ
ロ
へ
ン
ド
ン

/の
各
小
中
学
校
ヒ
は
そ
れ
ぞ
れ
児
童
委
員
会
パ̂
ぎ

岂C
a
r
e

 c
o
m
m
i
t
­

tee:::̂
 
あ
り
、
ヴ
ォ
ラ
ッ

.テ
ィ
ァ
が

.委
員
.
と

し

て

働

，
い
.

て
い
：る
。
彼
等
は
給
食
や
身
体
検
查
に
づ
い.て
学
«
の
仕
事
を
助
け
、
学
陵

•

 

-

七
家
庭
と
の
：連
絡
係
と
し.て
働
き
、'ま
た
児
童
の
就
聯
の
世
話
及.び
就
職
後
の
数
年
間
の
保
護
の
た
め
に
働
く
。
右
の
資
料
に
よ
る

,

 

.

ど
、
民
生
局
は
わ
が
国
の
児
童
萎
員
：に
大
体
こ
.れ
と
同
じ
仕
事
を
さ.せ
る
案
を
出
し
て
い
：る0

:
: 

'

こ
れ
は
ま
だ

話
合
い
の
状
態
に
あ
る
だ
け
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
を
と
る
が
分
ら
な
い
が
、
右
の
話
合
い
の
報
告
や
民
生
局
の

• 

案
だ
け
に
基
い
て
言
う
な
ら
ば
、：：
主と
し
て
貧
困
家
庭
の
児
童•
素

行

上

，の

問

題

胳

を

対

象

に

ず

る

も

の

の

よ

：う

で

あ

り

> 
学
校
を 

足
が
か
り
と
す
る
こ'ど
防
よ
つ
：て
、_こ
れ
ら
览
童
の
保
議
を
ブ
層
有
効
に
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
ァ
メ 

リ
ヵ
の
学
校
社
会
事
業.の
.初
期
の
状
態
と
似
て
い
：る
の
で
は
な
が
ろ
う
か
。
..:•

■:
.

 /
.

し
か
し
な
が
ら
こ
の
企
て
は
、
，
社
会
事
業
を
担
当
す
る
民
生
局
と
、
教
育
事
業
の
所
管
当
局
で
あ
る
教
育
委
員
会
と
が
協
力
し
て

'

 
*

 ■

 
-

 

■

 

i

 

■

 

ノ

.

 

•
 

.

出
発
し
た
点
で
、.辣
：に
注
目
.に
値
す
る
。：
民
生
系
統.
教
育
系
統
•
司
法
系
統
：V
労
働
系
統
な
ど
の
行
政
が
児
童
福
祉
に
関
係
を
持 

ち
な
が
ら
、

容
易
に
円
滑■に
し
て
能
率
的
な
協
力
の
行
わ
れ
難
い
現
在
に
、

民
生
局
と
教
育
委
員
会
と
の
協
力
が
始
ま
つ
た
と
と 

は
、
大
き
な
進
歩
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
学
校
社
豸
»
業
の
成
否
如
何
と
共
に
、
こ
の
協
カ
の
成
否
如
何
%

注
目
に
値
す
る
。

'
.

六
、
.結

■.

語 

：

''

.

.

- 

-

 

,
'

学
校
社
会
事
業
は
社
会
事
業
に
と
つ
て
も
教
育
事
業
に
と
つ

V
.

も
、
従
つ
て
ま
た
社
会
福
祉
増
進
の.
.
た
め
の
諸
事
業
全
分
野
に
、と
'

 

つ
て
も

、

非
常
に
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
こ
と
は
、
上
述
じ
た
と
こ
ろ
で
或
る
'程
度
明
ら
か
に
さ
れ
た

i

思
う
。'.
従
つ
て
そ
の
発
展
の.
‘

た
め
の
斫
究
が
必
要
で
あ
る
。'
 

.理
論
的
な
研
究
を
必
要
と
す
る
問
題
も
多
，

S

こ
と
で
あ
ろ
う
。
.
部
的
な
問
題
は
と
も
飼
と
し
て
、
•
 

大
局
的
な
問
題
の
み
を
考
え
て
み
て
も
、
.例
え
ば
学
校
社
会
事
業
を
、
現
在
の
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
主
流
の
ょ
う
に
、
教
育
の
効
果 

を
挙
げ
る
こ
と
に
奉
仕
す
る
.も
の
.と
考
え
る
べ
き
.か
、
も
マ
と
広
帆
に
、
学
校
を
.拠
点
.と
.す
る
社
会
事
業
全
般
と
考
え
る
へ
き
.力 

は
、，
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
考
え
.方
を
と
'れ
ば
学
校
を
中
心
：ど
す
る
地
域
社
会
の
.人
々
を
対
象
と
す
る
グ
ル
ー
プ
ゥ
ー
ク
や

コ
ン
ミ
ユn

テ
ィ
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
含
ま
れ
、
そ
れ
は
生
徒
や
親
に
#
す
る
ケ
丨
ス
ヮ
ー
ク
と
必
然
に
関
速
を
持
つ
は

-

 

-
*
.

 

\
.

ず
で
あ
る
0
ま

た

ヶ

ー

ス

ヮ

ー

ヵ

ー

•
各
種
テ
ス
ト
を
担
当
す
る
心
理
学
者.
神
経
症
な
ど
，を
担
当
す
る
精
神
医
学
者‘
，一
般
保
健 

衛
生
を
担
当
す
る
医
者

•

看
護
婦
.V
職
業
指
導
の
ヵ
ゥ
ゾセ
.
ラー

‘

出
席
促
進
係
な
ど
.、
学
校
で
働
く
各
種
専
門
家
の
間
及
び
そ
れ 

と
教
員
の
間
を
如
何
に
統
合
す
ベ
き
か
も.難
し
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
更
に
ま
た
ヶー
ス
ヮ
ー
ク
の

他
に
グ
ル
ー
。7

ヮ
ー
ク
.

コ
ン
ミ

ユ
'-
テ

ィ

オ

ー

ガ

■
一
一 
ゼ
ー
シW

ン
の
役
^
如
何
も
、
こ
れ
ヵ
ら
の.
.研
究
辟
題
と
思
わ
れ,̂
)
'
:

.
 

... 

,
 
; 

.

.

.

.

.

.

.

.

実
際
的
な
問
題
は
勿
論
無
数
で
あ.ろ
う
。
い
か
に
し
：て
有
能
な
ヮJ
力

ー

を

赛

成

す

ベ

き

.か
。
：
そ
れ
を
犀
用
す
る
こ
と
：に
関
す
る

経
済
の
埒
題
は
、
如
何
に
解
決
さ
る
べ
き
か
。
文
部
省
と
厚
生
省
、.
地
方
の
教
育
当
局
と
民
生
当
局
と
の
間
の
密
接
な
協
力
は
い
か

•
 

.
 

.
 

.
 

. 

•

.

に
し
た
ら
窗
ら
さ
れ
る
が
。
，そ
の
他
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
V

.

わ
が
国
に
は
学
校
社
会
事
業
令
十
分
に
行
い
得
各
条
件
は
乏
し
い
。
し
：か
し
何
と
か
し
て
そ
の
発
達
を
.望
め
な
い
で
あ
ろ
う
か
と

.
.
.

 

-

 

'

,

■

 

■

 
■

 

ノ 

'

薄
え
る
時
、
：先
ず
第
一
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
：の
事
業
に
対
す
る
社
会
一
般
の

«
心
を
.呼
び
«
こ
す
こ
と
、
そ
し
て
第
一
一
に
は
熱
意 

あ
り
有
能
な
ヴ
ォ
ラ
シ̂

ィ
ア
を
多
数
獲
得
す
る
こ•ど

で

は

な

：い
か
.と
思
う
。
勿
論
砷
洗
も
必
要
、
.
専
門
家
の
赛
成
も
必.要
で
：は
あ 

る
が
、邊
そ
社
会
議
は
十
般
公
衆
の
協
力
とI

V

#

は
な
い
0
殊
に
わ
が
国
0
ょ
ゲ
：に
専
門
家
を
十
分
に
雇
用
す
る
：こ
と
の
_
雜
だ
_
で
は
'
'
:—*
層
然
久
で
あ
.る
0
こ
れ
は
学
校
社
会
事

.

, 

' 
.
.■
 

■
 

•
 

■

 

. 

.

 .

 
.

 

•
 

.

.

.
学
校
社
会
事
業
に
つ
い
て
：

；

「

ン

」

ハ

.
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： 
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業
だ
け
で
な
く
、、：'社
会
尊
業
全
：般
に
つ
い

V
I
I

る
こ
と
で
あ
る.が
、':

特
に
学
校
社
金
事
業
ば
新
し
い
分
野.で
あ
っ
て
、
そ
の 

な
普
及
発
達
を
は
か
：.る

た

め

；
に

は

、

社

会

-*
般
が
関
心
を
：胖
び
起
こ
す
仕
事
に
、
特
に
大
き
な
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

こ 

れ
ら
す
べ
て
を
通
じ
て
根
本
的
に
童.要
な
こ
'と
.は
、
冒
頭
に
.述
べ
.た
ょ
う
に
、
社
会
事
業
な
る
も
の
に
づ
い
そ
疋
し
い
概
念
を
持
つ

と

い

う

こ
：：

と
で
；あ

る

。
：
：社

会

事

業

を

貧

困

問

題

の

対

策

の

，
一

.つ
と
'の
み
考
え
て
い
.て
は
：、
斯
か
石
重
要
な
新
分
野
の
開
拓
に
十
分
な
.

.

.

. 

' 

...
 
*
.

努
カ
が
私
わ
れ
る
こ
と
は
：、.'い
づ
ま
で
た
っ
て
も1黛
み
難
い
^
あ
ろ
う
0 :

斯
く
し
て
社
会
事
業
の
本
質
的
要
素
が
そ
の
技
術
に
あ
る 

と
す
る
考
え
方
は
、.-1
逆
立
ち
し
た
認
識」

.と
は
言
え
な
い
と
ー
思
う0

2
九
.五
七
，
九
'5)
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,

■■
,

爾

，
記〕

；

本
稿
をS

刷
所
へ
廻
し
た
あ
と
で
、
ボ

'
#

「

卩
.ン
：ド
ン
.の
.学
校
に
お
け
る
学
童
福
祉
委
員
会
事
業」

.を
凋
載
し
た「

医
療
.社
会
事
業」 

第
三
巻
第
二
号
、
一
九
五
ニ
年
一
ヒ
月
号
が
同
氏
か
ら
送
ら
れ
て
来
、た
0
取
は
迁
闊
に
も
と
の
.免
作
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
^.
か
っ
た
が
、
取
り
敢
え 

ず
同
氏
、へ
の
謝
意
：を
こ
め
て
こ
、

に
附
.記
し
、
こ
の
文
献
の
存
在
を
読
者
諸
良
にお
知
ら
せ
し
て
置
く
。
 

\
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社
会
主
義
と
生
産
手
段
の
公
有
論

気

賀

健

丨I ■丨

一■■氟 

•----- Ik

社
会
主
義
の
.統
.一.的
な
定
義
を
下
す
こ
と
は
容
易
，で
な
：い
。
試
み
に
近
代
に
か
ぎ
?
て
社
会
主
義
と
い
わ
れ
る
思
想
の
特
徴
を
探 

る
な
ら
.ば
、/

は
じ
め
に
自
然
法
思
想.に
も
と
づ
.い
.た
、

％

働
の
権
利
、
自
然
の
共
有
の
主
張
が.注
意
を
ひ
く
。
価
値
は
労
働
に
ょ
っ
て 

作
り
だ
さ
れ
る
と
い
ぅロ
ッ
ク
の

考
え
方
は
、.古
典
学
派
の
理
論
的
支
柱
と
も
な
っ
た
が
、
他
方
に
お
い
て
労
働
全
収
益
権
を
主
張 

す
る
根
拠
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
土
地
が
自
然
の
.賜
物
で
あ
？
て
、
全
人
類
の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
恩
恵
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の 

上
.に
或
る
柵
を
設
け
て
個
人
の
占
有
を.認
め
る
こ
と
は
、■自
然
の
秩
序
を
犯
し
、，人
間
の

平
等
を
否
定
す
る
不
当
な
制
度
と
考
え
ら

.れ
た
。
社
会
に
お
け
る

1

部
の
階
級
の
富
裕
と
、
此
め
部
分
に
お.け
る
貧
困
と
は
、
こ
の
財
産
制
度
あ
る
が
た
め
に
生
ず
る
。
こ
の

,
 

.

 

...

制
度
を
撤
廃
し
て
共
有
の
制
度
を
施
く
こ
と

こ
そ
、
人
間
か
ら
質
困
の
不
幸
を
取
除
く
唯.一
の
.方
法
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ.る
。
こ
，
 

o '
当
時
の
社
会
思
想
は
、
自
然
の
.法
に
背
い
た
人
為
の
秩
序
と
し
て
の
私
有
財
蜜
制
度
を
非
難
し
\>
、#
取
の
お
こ
な
わ
れ
な
い̂
産 

.
ノ
社
会
主
義
と
生
產
手
段
の
公
有
論
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